
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」予選問題の解答・解説

１ 答え ４１２８６ ４１２６８

－ ７９５３ または － ７９３５

３３３３３ ３３３３３

２ 答え（１）１４

残ったカードの和は，

（１～１２のカードの数の和）－（Ａ～Ｅに配られたカードの数の和）

で求めることができます。

・１～１２の数の和＝１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＋１１＋１２＝７８

・Ａ～Ｅに配られたカードの数の和＝８＋２２＋４＋１８＋１２

＝６４

したがって，残ったカードの数の和 ＝ ７８－６４

＝ １４ となります。

答え（２）Ａ：２と６， Ｅ：４と８

Ａ～Ｅのカードの数の和の状況を表にしてみます。

カードの数の和 カードの数の和が大きい人，小さい人に目を向けると考えやす

Ａ ８ くなります。

Ｂ ２２ まず，Ｂについて考えます。

Ｃ ４ カードの数は，１から１２が１枚ずつなので，２枚の合計が

Ｄ １８ ２２になるのは，「１０と１２」しかありません。

Ｅ １２ 次に，Ｃについて考えます。

残り １４ ２枚の合計が，４になるのは「１と３」しかありません。

これで，残りのカードは「２，４，５，６，７，８，９，１１」。

次に，和が大きいＤについて考えると，１８になるのは「７と１１」しかありません。

これで残りのカードは「２，４，５，６，８，９」。

カードが数が分からないのは，「Ａの８」，「Ｅの１２」，「残りの１４」になりました。

すると８になるのは「２と６」，１２になるのは「４と８」，１４になるのは「５と９」し

かありません。

したがって，答え Ａが「２と６」，Ｅが「４と８」

３ 答え １４５度

長針が１分間に動く角度を考えてみます。

６０分で３６０度動くので，１分間で動くのは，

３６０÷６０＝６ ６度 となります。

１０の文字盤から，２の文字盤までは２０分間なので，その角度は

６×２０＝１２０ １２０度となります。

次に，短針が２時から２時５０分の間に，何度動いたかを考えます。

短針は，１時間（６０分間）で５分間分を動くので，６×５＝３０ ３０度 動きます。

ということは，５０分間では ２５度 動きます。

したがって， の角度は，１２０＋２５＝１４５ 答え １４５度

３

３ ０ × ５ ０

６ ０
＝ ２ ５

ア



４ 答え ５７６㎡

９ ９

土地の横の長さは２１ｍ，上にある２つの花だんの横の長さ

はそれぞれ９ｍなので，道の幅は３ｍということが分かります。

それぞれの花だんの縦と横の長さを求めると，右の図のよう

になります。(ｍは省略） 23
それぞれの面積を求めると

２３×９＋２３×９＋９×３．３＋９×１４．７

＝２０７＋２０７＋２９．７＋１３２．３

＝５７６ 9
となります。

＜計算の工夫＞ 3.3 14.7
２３×９＋２３×９＋９×３．３＋９×１４．７

＝（２３＋２３＋３．３＋１４．７）×９

＝６４×９

＝５７６


